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  《 ６月２２日以降の日本会議兵庫関連団体の主な催物 》              

  ○6月 2日（土）中・西播磨支部学習会 

  ○6月17日（日）女性の会 教育講演会（講師：葛城奈海先生） 

  ○7/7(土)第二回学習会・新入会員歓迎会および各支部活動説明会（西部） 
  ○7月16日（月祝）兵庫県本部総会（姫路キャッスルホテル、講師：阿比留瑠比先生） 

  ○東播磨支部総会（9月2日に予定していましたが、今年度は開催しません） 

  ○１２月９日（日）神戸支部総会（会場：未定、講師：東郷宏重先生） 

 

  未定部分は，決定次第最新号でお知らせいたします。 

 

《
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
》 

 
 
 
 
(

兵
庫
県
一
一
、
一
二
区
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美
し
い
日
本
の
憲
法
つ
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

兵
庫
県
民
の
会 

 

今
年
五
月
三
日
を
中
心
に
全
国
一

斉
に
「
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

開
か
れ
る
と
聞
き
、
当
地
、
兵
庫
一

一
区
、
一
二
区
で
も
五
月
四
日
午
後

二
時
か
ら
姫
路
護
国
神
社
参
集
殿
に

て
「
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
初
め
て

の
試
み
で
、
戸
惑
い
も
否

め
な
い
。
先
年
組
織
さ
れ

た
「
美
し
い
日
本
の
憲
法

を
つ
く
る
兵
庫
県
民
の

会
」
会
員
が
世
話
役
を
務

め
、
案
内
や
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
受
付
、
席
づ
く
り
、

進
行
の
役
割
を
担
う
。
当

日
は
国
会
議
員
四(

内
秘
書

三)

名
、
県
会
議
員
七
名
、

姫
路
市
会
議
員
一
〇
名
等

議
員
関
係
者
合
計
二
一

名
、
一
般
市
民
七
四
名
、

併
せ
て
九
五
名
の
参
集
を

い
た
だ
い
た
。 

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
②

映
画
「
自
衛
隊
の
活
動
す

べ
て
」
を
鑑
賞
す
る
。
引

き
続
き
、
互
い
に
顔
が
見

え
る
よ
う
に
、
長
方
形
に
椅
子
を
二

重
に
並
べ
替
え
る
。
③
憲
法
改
正
に

つ
い
て
の
日
頃
の
思
い
等
を
そ
れ
ぞ

れ
に
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 

議
員
の
先
生
方
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
の
ご
意
見
や
お
考
え
、

参
加
者
か
ら
は
改
正
へ
の
、
日
頃
の

思
い
等
が
発
表
さ
れ
る
。
女
性
の
参

加
者
も
多
く
、
穏
や
か
な
中
に
も

堂
々
と
し
た
意
見
が
光
る
。 

意
見

衝
突
な
ど
も
心
配
し
て
い
た
が
、
さ

す
が
は
大
人
の
会
だ
っ
た
。
互
い
の

意
見
に
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
。
な

か
で
も
自
衛
隊
出
身
者
か
ら
は
、
日

頃
私
た
ち
に
は
解
ら
な
い
本
音
を

語
っ
て
い
た
だ
き
強
い
イ
ン
パ
ク
ト

が
感
じ
ら
れ
た
。 

 

世
話
役
が
「
今
日
は
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
」
こ
と

に
徹
し
た
こ
と
も
良
か
っ
た
。
多
く

の
方
た
ち
の
忌
憚
の
な
い
本
音
の
意

見
が
聞
け
た
よ
う
に
思
う
。
意
見
の

出
尽
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
当
日
の
意

見
集
約
を
お
こ
な
い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
宣
言
文
採
択
を
し
た
。 



 

昨
年
五
月
の
総
理
大
臣
談
話
の
影

響
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
改
正
に
つ
い

て
の
関
心
が
高
く
な
っ
て
き
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
今
年
か
来
年
か
定
か

で
は
な
い
が
、
衆
議
院
、
参
議
院
で

の
憲
法
改
正
発
議
お
こ
な
わ
れ
、
続

い
て
直
接
審
判
を
問
う
国
民
投
票
が

成
さ
れ
る
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に

と
っ
て
も
正
念
場
で
あ
る
。
し
っ
か

り
と
考
え
、
改
正
に
向
け
て
の
準
備

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

（
中
・
西
播
磨
地
区
役
員
） 

《
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
》 

 
 
 

（
西
宮
・
芦
屋
支
部
） 

五
月
一
九
日
（
土
）
午
後
七
時
よ

り
、
阪
急
西
宮
北
口
駅
前
の
な
で
し

こ
ビ
ル
八
階
な
で
し
こ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

い
た
し
ま
し
た
。 

衆
議
院
議
員 

山
田
賢
司 

先
生
を

は
じ
め
、
公
益
財
団
法
人
新
教
育
者

連
盟 

理
事
長
の
代
田
健
蔵 

先
生
、

兵
庫
県
議
会
議
員
の
森
脇
保
仁 

先

生
、
同
じ
く
兵
庫
県
議
会
議
員
の
北

川
泰
寿 

先
生
、
西
宮
市

議
会
議
員
の
矢
野
正
史 

先
生
、
ま
た
、
一
般
社
団

法
人
芦
屋
青
年
会
議
所
よ

り
三
浦
理
事
長
、
杉
原
専

務
を
お
迎
え
し
開
催
し
ま

し
た
。 

櫻
井
よ
し
こ 

先
生
の
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
あ

と
、

兵
庫
県
第
七

区
「
国
民
投
票
連
絡
会

議
」
の
設
立
を
宣
言
い
た

し
ま
し
た
。  
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